
平成27年３月１日 第 319 号

企画・制作：株式会社 新聞ビル

わが町、わが店、この道一筋。出逢いとコミュニケーション　あかい新聞店ホームページ  http://www.akai-shinbunten.net  ＜発行所＞あかい新聞店  武豊店/知多郡武豊町字金下37番地 ☎＜0569＞72-0356　常滑店/常滑市市場町4丁目167番地 ☎＜0569＞35-2861

　

と
に
か
く
饒
舌
だ
っ
た
。

　

と
め
ど
な
く
自
分
の
想
い
が
溢
れ
、
こ
と
ば
の

よ
ど
み
が
な
い
。

　

熱
く
語
る
う
ち
、
自
分
で
何
を
話
し
て
い
た
か

わ
か
ら
な
く
な
る
場
面
が
何
回
か
あ
っ
た
。

　

伊
勢
谷
友
介
さ
ん
が
話
し
て
い
る
の
か
、
松
陰

先
生
が
話
し
て
い
る
の
か
、
区
別
が
つ
か
な
い
ほ

ど
だ
っ
た
。
目
が
澄
ん
で
、
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
た
。

男
の
ボ
ク
も
惚
れ
惚
れ
し
た
。
魂
と
魂
が
交
じ

り
合
う
、
嬉
し
い
時
間
だ
っ
た
。

　
ま
る
で
松
陰

　

１
９
７
６
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
俳
優
で
あ
り
、

映
画
監
督
で
も
あ
り
、
株
式
会
社
リ
バ
ー
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
で
も
あ
る
。
東
京
藝
術
大
学

在
学
中
に
、
映
画
『
ワ
ン
ダ
フ
ル
ラ
イ
フ
』
で
俳

優
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
映
画
『
カ
ク
ト
』『
セ
イ
ジ

─
陸
の
魚
─
』
を
監
督
し
、
映
画
『
あ
し
た
の

ジ
ョ
ー
』『
ザ
・
テ
ノ
ー
ル　

真
実
の
物
語
』、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
白
洲
次
郎
』『
龍
馬
伝
』
な
ど
で

の
演
技
は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

て
き
た
。

　

そ
し
て
、
い
ま
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
花
燃

ゆ
』
で
、
吉
田
松
陰
を
好
演
し
て
い
る
。
伊
勢
谷

さ
ん
は
、
吉
田
松
陰
に
は
、
以
前
か
ら
共
感
を
抱

い
て
い
た
。
未
来
を
見
据
え
た
上
で
、
今
を
ど
う

生
き
る
べ
き
か
明
確
化
し
て
伝
え
た
人
だ
か
ら

だ
。

　

伊
勢
谷
さ
ん
が
、
２
０
０
９
年
に
、
立
ち
あ
げ

た
会
社「
リ
バ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
、
松
陰
と
同
じ
想

い
で
運
営
し
て
い
る
。「
人

類
が
地
球
に
生
き
残
る
こ

と
」「
未
来
の
子
孫
に
責
任

を
持
っ
て
、
社
会
を
引
き
渡

す
こ
と
」
が
企
業
理
念
で
あ

る
。
建
築
廃
材
を
再
利
用
し

た
家
具
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の
リ
メ
イ
ク

デ
ニ
ム
、
エ
ア
バ
ッ
グ
再
利
用
の
小
物
、
減
農
薬

無
農
薬
の
米
作
り
…
衣
食
住
に
、
様
々
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
し
て
い
る
。

　

伊
勢
谷
さ
ん
は
考
え
る
。
今
の
地
球
の
現
状

を
知
っ
て
、
動
か
な
い
の
は
許
せ
な
い
。
社
会
と

関
わ
ら
な
い
と
、
価
値
は
な
い
。
種
と
し
て
の
人

類
が
成
長
し
な
い
と
、
人
類
と
地
球
の
均
衡
は

保
て
な
い
。

　

宇
宙
を
含
む
す
べ
て
の
世
界
は
「
摂
理
」
の
中

に
あ
る
。
摂
理
の
一
部
と
認
識
し
、
大
い
な
る
循

環
と
向
き
合
い
、
個
人
個
人
が
種
全
体
を
考
え

る
目
的
や
理
想
を
持
て
ば
、
生
き
残
れ
る
未
来

を
創
造
出
来
る
は
ず
だ
と
信
じ
る
。
そ
の
未
来

の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
考
え
る
の
が
、
自
分
の

『
志
事
（
し
ご
と
）』
だ
と
認
識
し
て
い
る
。「
社

会
の
中
の
自
分
」
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
、
自
分

が
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸
命
追
求
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
と
考
え
て
い
る
。
ま
る
で
吉
田
松
陰
だ
。

　

伊
勢
谷
さ
ん
は
、
未
来
の
人
の
た
め
に
、
自

分
の
命
を
使
お
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
考

え
を
持
っ
た
の
は
、
27
歳
の
と
き
か
ら
と
明
確
だ
。

念
願
だ
っ
た
初
の
映
画
監
督
作
品
『
カ
ク
ト
』
を

撮
っ
た
直
後
、
自
分
の
夢
は
か
な
っ
た
が
、
そ
れ

は
本
当
の
目
的
で
は
な
い
と
思
い
至
っ
た
。
一
人

の
人
間
と
し
て
、
生
き
る
目
的
は
何
か
と
考
え
、

「
宇
宙
人
」
の
目
線
で
考
え
て
み
た
と
い
う
。

　
「
宇
宙
人
が
地
球
の
人
間
を
見
た
と
き
、
自
然

を
壊
し
、
資
源
を
使
い
果
た
し
、
自
分
た
ち
で
自

分
た
ち
の
首
を
絞
め
て
い
る
愚
か
な
生
き
物
と
し

か
思
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
想
像
し
た
。「
だ

が
、
人
間
が
愚
か
な
生
物
と
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、

僕
の
人
間
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
。
一

人
ひ
と
り
の
人
間
が
、
人
類
全
体
の
こ
と
を
考
え

て
行
動
し
て
い
け
ば
、
人
間
の
進
化
に
つ
な
が
る

は
ず
だ
」
と
考
え
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
と

い
う
思
い
が
、
リ
バ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
結
び

付
く
。
人
類
が
地
球
に
生
き
残
る
た
め
に
は
、
ま

ず
限
り
あ
る
資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め

な
く
て
は
と
思
っ
た
。

　

そ
う
い
う
信
念
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
の

数
々
は
社
会
事
業
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
株
式
会

社
で
あ
る
以
上
は
儲
け
も
必
要
だ
。
社
会
還
元
の

た
め
に
や
っ
て
い
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
利
益

を
出
す
と
い
う
矛
盾
は
な
い
の
か
聞
い
て
み
た
。

「
な
い
で
す
ね
」
と
即
答
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
し
て

し
ま
う
と
自
活
で
き
ま
せ
ん
。
僕
ら
は
社
会
の
た

め
に
な
る
仕
事
し
か
し
ま
せ
ん
が
、
そ
の
大
義
の

上
で
お
金
を
稼
ぎ
、
お
金
を
世
の
中
に
ま
わ
し
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

本
来
の
会
社
の
あ
る
べ
き
姿
。
い
ま
は
お
金
を
儲

け
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
い
う
会
社
が
多
く
て
、
お

金
に
志
が
乗
っ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
資
本
主
義
経

済
が
お
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
」。

　

そ
こ
ま
で
一
生
懸
命
に
な
れ
る
理
由
を
問
う
と
、

こ
れ
も
即
答
。「
そ
れ
以
上
に
お
も
し
ろ
い
こ
と

が
な
い
か
ら
で
す
。
僕
の
趣
味
は
バ
イ
ク
に
乗
る

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
余
暇
の
楽
し
み
。
人
は
自

分
の
た
め
で
は
な
く
、
人
の
た
め
に
何
か
を
す
る

こ
と
が
本
当
の
喜
び
に
な
り
ま
す
。
利
他
の
気
持

ち
が
一
番
で
す
ね
」。
人
の
喜
び
が
自
分
の
喜
び

に
な
る
と
、
こ
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と
同

感
。

　
「
自
分
が
つ
ら
く
て
も
、
自
分
よ
り
も
っ
と
つ

ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
を
鼓
舞
し
て
い
る
と
、

誰
よ
り
も
自
分
が
元
気
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
た

ぶ
ん
そ
れ
が
僕
の
原
点
か
な
。
人
の
た
め
、
社
会

の
た
め
と
利
他
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
と
、

結
果
的
に
い
い
こ
と
が
自
分
に
返
っ
て
く
る
ん
で

す
よ
」。

　
伊
勢
谷
版
「
松
下
村
塾
」

　

大
河
の
撮
影
も
、
ま
も
な
く
終
わ
る
が
、 

近
い

将
来
、
伊
勢
谷
版
「
松
下
村
塾
」
を
立
ち
上
げ

る
構
想
が
あ
る
。 

地
域
に
必
要
な
社
会
起
業
家

の
育
成
、
志
を
持
っ
た
社
員
の
育
成
、
全
国
の
学

生
と
「
人
間
の
生
き
方
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
の
場

を
設
け
る
な
ど
、
い
ま
、
伊
勢
谷
さ
ん
の
頭
の
中

で
構
想
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
究
極
の
目
的
は
、「
人

が
持
つ
善
の
力
の
最
大
化
」
を
図
る
こ
と
だ
。

　

松
陰
先
生
の
「
人
間
の
本
性
は
善
で
あ
る
」
と

い
う
言
葉
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
か
と
思
い

き
や
、
ち
ょ
っ
と
違
う
よ
う
だ
。「
人
間
の
本
性

は
本
能
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
間
の
本
性

の
中
に
あ
る
の
は
生
存
本
能
で
、
ま
ず
は
生
き
残

る
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
こ
に
善
悪
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
何
が
善
で
何
が
悪
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
の
で
、
善
悪
の
判
断
は

難
し
い
。
人
類
が
生
き
残
る
た
め
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
こ
と
を
し
よ
う
と
考
え
た
と
き
、
初
め
て
善
と

い
う
考
え
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

伊
勢
谷
さ
ん
の
考
え
方
を
多
く
の
人
に
わ
か
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
け
っ
こ
う
時
間
が
か
か
る

か
も
し
れ
な
い
。「
松
陰
先
生
も
み
ん
な
に
変
な

奴
と
思
わ
れ
て
も
説
き
続
け
た
方
で
す
。彼
の『
諸

君
、
狂
い
た
ま
え
』
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
社
会

を
変
え
よ
う
と
す
る
人
は
狂
っ
て
い
る
く
ら
い
で

な
い
と
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
」

　

自
分
に
「
挫
折
禁
止
」
を
課
し
て
い
る
。
人
生

を
諦
め
ら
れ
な
い
。

好評
発売中

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の
（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師

事
。俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元
（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師

事
。俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少
女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ

し
い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

俳
画
教
室 

月
二
回　

午
後
一
時
〜
三
時

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
簡
単
に
音
が
出

せ
る
楽
器
で
す
。

あ
な
た
も
今
日
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン。

入
会
受
付
中
�

講師  イネ・セイミ
《日本インディアンフルートサークル協会ディレクター》

1レッスン・30分3,500円　会場・半田市桐ヶ丘

何
か
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
貴
女
へ
。

数
年
後
、素
敵
に

フ
ル
ー
ト
を
奏
で
る
姿
が

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
個
人
レ
ッ
ス
ン

致
し
ま
す
♪

申込み
お問合せ

0569-89-7127
seimiine@oasis.ocn.ne.jp

村
上
信
夫

197

■村上信夫プロフィ−ル
2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種
まき」をしながら、文化放送『日曜はが
んばらない』（毎週日曜10:00〜）、月
刊『清流』連載対談〜ときめきトーク
などで、新たな境地を開いている。各
地で『ことば磨き塾』主宰。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『嬉しいことばの種まき』『こと
ばのビタミン』（近代文藝社）『ラジオ
が好き!』（海竜社）など。趣味、将棋
（二段）。
http://murakaminobuo.com

　
挫
　
折
　
禁
　
止

〜
俳
優
　
伊
勢
谷
友
介
さ
ん
〜
　

撮影・小尾淳介

俳画／イネ・セイミ
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（
５
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
常
滑
市
伝
統
芸
能
囃
子
発
表
会
・
一
日
㈰
開
場　

午
後
〇
時
半　

開
演　

同
一
時（
〜
同
五
時
四
十

分
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
伝
統
芸
能

囃
子
発
表
会
実
行
委
員
会　

☎
34
─
８
８
３
８（
赤

井
）

▼10th Dance Party

・
八
日
㈰
開
場　

午
後
一

時
三
十
五
分　

開
演　

同
二
時（
〜
同
四
時
）　

入

場
無
料　

問
合
せ　

山
本
志
穂
美　

☎
０
９
０
─

４
０
８
４
─
８
４
９
４

▼
常
滑
市
民
公
開
講
座　

す
ば
ら
し
い
腎
生
を
あ

な
た
に
・
十
五
日
㈰
開
場　

午
後
一
時　

開
演　

同

一
時
半（
〜
同
四
時
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

常

滑
市
民
病
院　

☎
35
─
３
１
７
０

▼
常
滑
市
制
60
周
年
記
念　

和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル　

熱
響
打
楽
─
弐
の
巻
─
・
二
十
二
日
㈰
開
場

　

午
後
二
時　

開
演　

同
二
時
半（
〜
同
四
時
半
）

　

入
場　

九
百
円　

問
合
せ　

と
こ
な
め
窯
っ
鼓

座　

☎
０
９
０
─
４
８
５
７
─
５
３
０
８（
古
川
）

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
神
明
書
道
会
展（
書
）・
〜
三
日
㈫

▼
虹
彩
会
油
絵
展（
油
彩
画
）・
四
日
㈬
〜
十
四
日
㈯

▼
常
滑
高
等
学
校
教
職
員
展（
絵
画
、陶
芸
、ク
ラ
フ

ト
、書　

等
）・
十
五
日
㈰
〜
二
十
五
日
㈬

▼
常
滑
水
彩
画
会
展（
水
彩
画
）・
二
十
六
日
㈭
〜
四

月
五
日
㈰

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
陶
芸
研
究
所
作
品
展
・
七
日
㈯
〜
十
五
日
㈰
研
修

生
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
作
品
を
展
示

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
常
滑
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
・
一
日
㈰

▼
歩
こ
ま
い
と
こ
な
め
・
八
日
㈰

▼
県
高
校
リ
ー
グ
卓
球
大
会
・
十
四
日
㈯

▼
春
季
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
・
二
十
一
日

（
土
・
祝
）

▼
愛
空
塾
空
手
道
競
技
大
会
・
二
十
二
日
㈰

▼
卓
球
尾
東
地
区
普
及
団
体
リ
ー
グ
・
二
十
八
日
㈯

◎
常
滑
市
中
央
公
民
館

▼
協
賛
公
開
講
座「
太
極
拳
入
門
講
座
」・
十
四
日
、

二
十
一
日
、二
十
八
日（
土
・
全
三
回
）午
前
十
時
〜

正
午　

講
師　

杉
江
満
寿
夫
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
太
極
拳

養
心
会
副
理
事
長
）　

場
所　

中
央
公
民
館
会
議

室（
二
階
）　

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

　

定
員　

十
五
名（
抽
選
）　

参
加
費　

無
料　

持

ち
物　

筆
記
用
具
、タ
オ
ル
、飲
み
物
な
ど　

申
込

み
期
限　

六
日
㈮　

主
催　

健
康
太
極
拳
て
む
の

会　

申
込
み　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
、各
公
民
館

（
電
話
申
込
み
可
）　

問
合
せ　

宮
田
和
則　

☎
42

─
３
４
０
８

◎
青
海
公
民
館

▼French cooking

教
室
・
四
月
四
日
㈯
午
後
四
時

〜
同
六
時　

内
容　

フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
料
理
を
作

り
ま
す（
春
野
菜
の
ス
ー
プ
、鮭
と
ほ
う
れ
ん
草
の

キ
ッ
シ
ュ
）　

講
師　

ア
ン
モ
ル
・
ア
ダ
ム
・
カ
リ
ム

さ
ん
、ア
ン
モ
ル
れ
な
さ
ん　

場
所　

青
海
公
民
館

料
理
室（
二
階
）　

対
象　

二
十
〜
六
十
歳
く
ら
い

ま
で
の
人　

定
員　

二
十
名（
先
着
）　

参
加
費　

二
千
五
百
円（
材
料
費
含
む
、当
日
集
金
）　

持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、布
巾
一
枚
、タ
オ
ル
二
枚
、

持
ち
帰
り
用
の
容
器　

申
込
み
期
間　

三
日
㈫
〜

二
十
九
日
㈰　

問
合
せ　

青
海
公
民
館　

☎
43
─

６
６
２
２

▼
知
多
半
島
春
の
音
楽
祭
２
０
１
５「
春
の
デ
ュ
オ

コ
ン
サ
ー
ト
」・
十
四
日
㈯
午
後
四
時
〜
同
五
時（
開

場　

同
三
時
半
）　

出
演　

歌
姫
と
獣
医　

場
所　

青
海
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル　

入
場
料　

無
料

　

問
合
せ　

青
海
公
民
館　

☎
43
─
６
６
２
２

◎
知
多
市
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
創
作
工
作「
光
の
ふ
し
ぎ
の
ま
ん
げ
き
ょ
う
」・
一

日
㈰
〜
三
十
一
日
㈫
の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半

　

内
容　

偏
光
板
と
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
を
使
っ
て
、

光
の
不
思
議
を
体
験
で
き
る
万
華
鏡
を
作
り
ま
す

　

材
料
費　

一
個
二
百
四
十
円

▼
季
節
工
作「
さ
よ
う
な
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」・
一
日

㈰
〜
三
十
一
日
㈫
の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

箱
を
布
や
ボ
タ
ン
・
ビ
ー
ズ
を
飾
り
、プ
レ

⒀
長
倉
さ
ん
と
の
再
会

　

35
歳
で
小
学
校
の
教
師
に

な
っ
た
私
は
、
25
年
間
、
主
と

し
て
小
学
校
の
中
学
年
の
担
任

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
定
年

退
職
し
た
年
か
ら
、
名
古
屋

大
学
大
学
院
で
学
ぶ
こ
と
に
し

ま
し
た
。
小
学
校
教
育
に
つ
い

て
、
自
分
な
り
の
考
え
を
ま
と

め
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
学
級
崩
壊
が
騒
が
れ
て
い

た
頃
で
、
私
は
、
学
級
集
団
の

研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

名
古
屋
大
学
と
南
山
大
学
と

は
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
長

倉
さ
ん
に
会
い
に
行
こ
う
と
思

え
ば
、
簡
単
に
行
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
し
か
し
、
私
は
、

何
か
、
会
う
の
が
恥
ず
か
し

か
っ
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
会

い
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

名
古
屋
大
学
の
大
学
院
で
の

２
年
間
の
修
士
課
程
を
終
え
た

後
、
私
は
、
同
期
に
入
っ
た
人

か
ら
、
英
国
の
成
人
教
育
史
の

勉
強
会
に
参
加
し
な
い
か
と
勧

め
ら
れ
て
、
英
文
講
読
会
の
一

員
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
カ
月
に
１
回
、
新
海
英
行

先
生
（
現
・
名
古
屋
柳
城
短
期

大
学
学
長
）の
指
導
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
女
性
社
会
学
者

ホ
ッ
ジ
ェ
ン
が
著
し
た
『
英
国

と
合
衆
国
の
労
働
者
教
育
』
と

い
う
難
解
な
論
文
を
読
む
研
究

会
で
す
。
こ
の
会
は
15
年
経
っ

た
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
英
国
成
人
教
育
史
研
究

会
に
、
Ｂ
さ
ん
と
い
う
高
校
の

社
会
科
の
教
師
も
入
っ
て
い
ま

し
た
。
現
職
の
ま
ま
大
学
院
生

に
な
り
、
主
と
し
て
19
世
紀
の

英
国
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

者
た
ち
の
研
究
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
彼
が
、
あ
る
日
、
キ
リ

ス
ト
教
の
研
究
を
す
る
た
め
に

南
山
大
学
の
神
学
部
で
学
び
た

い
、
と
私
に
話
し
ま
し
た
。
私

は
、
長
倉
さ
ん
と
い
う
私
の
同

級
生
が
そ
の
大
学
で
、
教
授
を

し
て
い
る
か
ら
、
紹
介
し
て
あ

げ
よ
う
、
と
言
い
ま
し
た
。

　

南
山
大
学
に
電
話
し
て
、
長

倉
さ
ん
に
そ
の
旨
を
告
げ
、
数

日
後
、
私
は
Ｂ
さ
ん
と
大
学

に
向
か
い
ま
し
た
。
長
倉
さ

ん
は
、
私
と
の
再
会
を
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

Ｂ
さ
ん
の
研
究
目
的
に
賛
意

を
示
し
、「
そ
れ
な
ら
私
の
と

こ
ろ
で
勉
強
さ
れ
た
ら
い
い
」

と
言
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
Ｂ
さ
ん
は
長
倉

教
授
の
弟
子
の
一
人
に
な
り

ま
し
た
。

　

再
会
を
果
た
し
て
か
ら
、
私

は
長
倉
さ
ん
と
手
紙
を
や
り
取

り
し
た
り
、
電
話
で
話
を
交
わ

し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
の
住
ん
で
い
る
碧
南
市

に
来
て
、
私
の
家
の
近
く
の
西

方
寺
を
訪
ね
、
明
治
時
代
の
偉

大
な
宗
教
家
・
清
沢
満ま

ん

之し

の
墓

と
記
念
館
を
見
学
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は

「
記
名
帳
に
南
山
大
学
教
授
・

長
倉
久
子
と
書
い
て
ほ
し
い
。

記
念
館
の
名
誉
に
な
る
か
ら
」

と
言
い
ま
し
た
。
恥
ず
か
し

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
女
は

私
の
希
望
に
従
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
戦
災
に
遭
っ
て
い
な
い
街

の
様
子
を
見
て
、「
落
ち
着
い
た
、

い
い
街
で
す
ね
」
と
言
い
ま
し

た
。
ま
た
、
私
が
競
馬
が
好
き

な
こ
と
を
知
る
と
、
一
度
中
京

競
馬
場
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し

い
と
頼
み
ま
し
た
。

　

さ
て
、
長
倉
さ
ん
が
亡
く
な

る
前
年
の
２
月
の
こ
と
で
し
た
。

Ｂ
さ
ん
が
「
長
倉
先
生
は
、
こ

の
４
月
か
ら
来
年
の
３
月
ま
で

教
え
て
、
退
職
さ
れ
る
よ
」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

⒁
長
倉
さ
ん
と
の
師
弟
関
係

　

そ
う
か
、
あ
と
１
年
か
。
そ

う
だ
、
私
も
教
え
て
も
ら
お
う
。

電
話
で
知
ら
せ
る
と
、
長
倉
さ

ん
は
殊
の
外
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

　

２
月
10
日
付
け
の
葉
書
に
は

こ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
「
杉
本
さ
ん
が
４
月
か
ら
南

山
に
い
ら
し
て
下
さ
る
の
は
本

当
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
私
の

方
は
ひ
ど
い
教
師
で
、
お
役
に

立
つ
こ
と
は
少
な
い
で
し
ょ
う

が
、
図
書
館
は
充
実
し
て
い
ま

す
の
で
、
大
い
に
活
用
し
て
下

さ
い
。楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

　

い
よ
い
よ
話
が
具
体
化
し
て
、

私
は
３
月
初
め
に
願
書
を
出

し
に
南
山
大
学
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
願
書
に
、
指
導
教
官
が
記

入
す
る「
推
薦
理
由
」の
欄
が
あ

り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
書
い
て
も

ら
え
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
な
か
な
か
書

い
て
く
れ
な
い
の
で
す
。
私
は

少
し
離
れ
た
場
所
で
待
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
思
う
と
、
あ
の
時
す
で
に

癌
に
冒
さ
れ
、
そ
の
激
痛
に
耐

え
て
い
た
の
で
す
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
数
行
の
文
を
書
く
の

に
あ
れ
ほ
ど
手
間
取
っ
た
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
に
な
り
、
授
業
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
長
倉
さ
ん
の

姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
膵

臓
に
癌
が
見
つ
か
り
、
名
古
屋

の
病
院
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
。

長
倉
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
中

世
思
想
を
研
究
し
て
い
た
博
士

課
程
の
院
生
が
、
ト
マ
ス
・
ア

ク
ィ
ナ
ス
の
存
在
論
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

５
月
に
な
っ
て
、
少
し
元
気

に
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
長
倉

さ
ん
が
直
接
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
西
田
哲
学
に
つ
い
て
の
授

業
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が

彼
女
の
最
後
の
授
業
に
な
り
ま

し
た
。

⒂
療
養
生
活
と
死

　

名
古
屋
で
の
療
養
生
活
が

不
便
な
の
で
、
お
姉
さ
ん
に
看

病
し
て
も
ら
え
る
静
岡
県
三
島

市
の
病
院
に
移
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
病
院
に
、

私
は
、
Ｂ
さ
ん
と
２
回
お
見
舞

い
に
行
き
ま
し
た
。

　

一
度
目
は
夏
で
、
長
倉
さ
ん

は
ま
だ
元
気
で
し
た
。
病
室

に
長
く
い
る
の
は
退
屈
だ
か
ら
、

外
に
連
れ
出
し
て
ほ
し
い
と
私

た
ち
に
頼
み
ま
し
た
。
三
人
で

近
く
の
喫
茶
店
に
行
き
ま
し
た
。

　

次
に
行
っ
た
の
は
寒
く
な
っ

て
か
ら
で
、
長
倉
さ
ん
は
も
う

身
動
き
も
出
来
ず
、
激
痛
が
襲

う
度
に
モ
ル
ヒ
ネ
を
服
用
す
る

ほ
ど
の
病
状
で
し
た
。
最
後
の

著
書
『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス

の
エ
ッ
セ
研
究
』
の
校
正
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
体
力
が
す
っ

か
り
無
く
な
り
、
姉
の
禮れ

い

子こ

さ

ん
が
疑
問
点
を
彼
女
に
質
し
て

は
文
章
を
訂
正
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
著
書
は
、
没
後
に
出
版
さ

れ
ま
し
た
。（
写
真
参
照
）　

　

長
く
病
室
に
い
る
の
は
病

人
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
思
い
、

早
目
に
退
室
し
よ
う
と
す
る
と
、

彼
女
は
小
声
で
、「
み
ん
な
が
話

し
て
い
る
の
を
聞
い
て
い
る
だ

け
で
楽
し
い
か
ら
、
も
う
少
し

側
に
い
て
ほ
し
い
」
と
言
い
ま

し
た
。

　

首
の
骨
が
脆
く
崩
れ
か
か
っ

て
い
る
状
態
で
、
首
に
厚
い
ギ

プ
ス
を
巻
い
て
い
ま
し
た
。

　

翌
２
０
０
８
年
の
１
月
11
日

に
長
倉
さ
ん
は
亡
く
な
り
ま
し

た
。

　

私
は
、
静
岡
で
の
葬
儀
に
も
、

南
山
大
学
で
の
葬
儀
に
も
出

席
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
４
月
に
、

Ｂ
さ
ん
と
静
岡
の
家
を
訪
れ
ま

し
た
。
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
近

く
の
お
寺
に
行
き
ま
し
た
。

　

長
倉
さ
ん
の
先
祖
代
々
の
お

墓
が
あ
り
、
そ
の
前
で
私
は
手

を
合
わ
せ
、
頭
を
下
げ
ま
し
た
。

今
思
う
と
、
そ
の
墓
に
は
、
山

崎
方
代
と
親
し
か
っ
た
父
親
の

智
恵
雄
さ
ん
も
葬
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。

　

次
の
年
の
秋
に
も
、
Ｂ
さ
ん

と
静
岡
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
長
倉
さ
ん
の
家
の
住
所

を
知
り
た
か
っ
た
の
で
、
お
姉

さ
ん
に
書
い
て
も
ら
お
う
と
し

た
ら
、
彼
女
は
、
一
枚
の
古
い

名
刺
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
彼
女
自
身
の
も
の
で

は
な
く
て
、
父
親
が
使
っ
て
い

た
名
刺
で
し
た
。

　

渡
し
て
く
れ
る
時
、
お
姉
さ

ん
は
「
父
は
、
晩
年
ま
で
、
い

ろ
い
ろ
な
会
に
所
属
し
て
い
ま

し
た
」と
言
い
ま
し
た
。

　

名
刺
に
は
こ
う
印
刷
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
静
岡
古
城
研
究
会
顧
問
・

駿
河
古
文
書
会
員
・
戦
国
史
研

究
会
員
・
今
川
氏
研
究
会
員
・

武
田
氏
研
究
会
員　

長
倉
智

恵
雄
」（
住
所
と
電
話
番
号
は
省

略
）

　

そ
の
時
は
、
静
岡
周
辺
の
歴

史
を
広
く
研
究
さ
れ
て
い
た
人

な
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
し
か

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
２
年
後
、
田
澤
拓
也
の

『
無
用
の
達
人　

山
崎
方
代
』を

読
ん
で
、
長
倉
智
恵
雄
と
山
崎

方
代
の
親
交
の
深
さ
を
知
っ
た

の
で
し
た
。

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

（6）
杉 

本 

武 

之

遺著『トマス・アクィナスのエッセ研究』

長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

山
崎
方
代
を
め
ぐ
っ
て

作
り
方

材
料
（
4
人
分
）

❶Ⓐの両面にⒷを振りかけ、Ⓒもまんべんなく振りかけておく。
❷魚グリルに水を張り、予熱しておく。
❸グリルの網にⒹを塗り、皮目を下にした①を並べ6〜7分焼く。
	 （途中、身が崩れないように、ひっくり返す）
❹炊飯器にⒺを入れ、ⒼⒽを加え、いつも米を炊く水の分量までⒾを
注ぎ入れる。

❺④にⒻ、③をのせ普通に炊飯器のスイッチを入れる。（ふつう炊き）
❻⑤,が炊き上がったら昆布と鯛を取り出し、鯛をほぐして、皮と骨
を丁寧に取り除き炊飯器に戻して、全体に混ぜ合わせる。

❼器に盛り付け、あれば木の芽と桜の花の塩漬けを添えると華やか
です。

御祝の声がそろそろ聞こえてくる頃ですね♪
合格発表の日には〜コレに決まり！！

鯛
たい

めし

Ⓐ鯛（切り身）…………3〜4切れ
Ⓑ酒…………………大さじ1
Ⓒ塩…………………ひとつまみ
Ⓓサラダ油…………適宜

Ⓔ米…………………3合
　（水洗いし、ざるあげしておく）
Ⓕ昆布………………10cm
Ⓖ酒…………………大さじ2
Ⓗ薄口しょうゆ……大さじ1
Ⓘだし汁……………600cc
木の芽、桜の花… ……適量

な
か
よ
し
№
22  

（
１
・
18
）

　

パ
ン
パ
ン

　
　
　
　
　
　

Ｏ
・
Ｔ
男

パ
ン
パ
ン
を
や
る
と
き
、

い
つ
も
弟
と
や
る
ん
だ
よ

だ
け
ど
ね
、
弟
は
い
ん
ち
き

を
や
る
ん
だ
よ

だ
か
ら
、
ぼ
く
も
い
ん
ち
き

す
る
ん
だ
よ

そ
し
て
、
ぼ
く
が
ぶ・

ん・

ち・

ゃ・

ん・

に
な
る
と
、
い
つ
も
弟
に

も
ら
う
ん
だ
よ

つ
い
で
に「
で
か
パ
ン
」を
も

ら
う
ん
だ
よ

弟
の
パ
ン
パ
ン
が　

少
な
く

な
っ
て
も
ま
た
、
た
く
さ
ん

に
な
る
か
ら
、
も
ら
う
ん
だ

　

※
パ
ン
パ
ン
は
「
め
ん
こ
」
の
こ

　
　

と
で
す
。

　　

テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　

Ｙ
・
Ｎ
女

テ
ス
ト
は
わ
た
し
の
て
き
だ

な
ぜ
か
と
い
う
と

弟
は
い
つ
も
100  

ば
っ
か
り

と
っ
て
い
る

で
も
、
時
に
は
90  

も
と
る

私
は
い
つ
も
80
点
だ
い

に
く
ち
ょ
ー
い

　

し
ゅ
く
だ
い
を
や
っ
た

　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｈ
男

夜
、
お
母
さ
ん
が

「
し
ゅ
く
だ
い
を
し
な
さ
い
」

と
い
っ
た

こ
た
つ
に
入
っ
て
、
し
ゅ
く

だ
い
を
や
っ
た

し
ゅ
く
だ
い
は
、
と
て
も

か
ん
た
ん
だ
っ
た

お
母
さ
ん
は

「
え
ら
い
ね
」
と
い
っ
た

で
き
た
か
ら
、
お
ふ
ろ
に

入
っ
て
ね
た

　

白
い
石

　
　
　
　
　
　

Ｋ
・
Ｈ
男

あ
っ
、
あ
の
石
は

ど
う
い
う
石

山
の
よ
う
で

三
角
の
よ
う
で

わ
ら
っ
て
い
る
よ
う
で

お
む
す
び
の
食
べ
か
け
の

よ
う
で
・
・
・

こ
の
石
は　

な
ん
だ

　

三
時
の
お
や
つ

　
　
　
　
　
　

Ｈ
・
Ｋ
女

家
に
か
え
っ
て

カ
バ
ン
を
お
ろ
し
た

は
ん
だ
い
の
上
に

お
や
つ
が
あ
っ
た

そ
の
と
き
、

ち
ょ
う
ど
３
時
だ
っ
た

お
や
つ
は

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ビ
ス
ケ
ッ
ト

ジ
ュ
ー
ス

お
母
さ
ん
は

お
父
さ
ん
よ
り
も

今
も
ず
ー
と
す
き
な
人
だ

 

O
・
M
男

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（228）　
　

氏  

原  

朝  

信

昭
和
51
年
度
　
三
年
三
組
の
学
級
通
信「
な
か
よ
し
」
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姪
の
就
職
２

「
も
う
す
ぐ
つ
く
よ
」

「
速
い
で
す
ね
」

「
そ
う
だ
ね
、
名
鉄
の
常
滑
駅
も
こ
こ
か
ら
歩
い
て
五
分
ぐ

ら
い
だ
よ
」

「
そ
う
で
す
か
」

　

真
三
は
ク
ル
マ
を
陶
磁
器
会
館
の
駐
車
場
に
停
め
て
、
や

き
も
の
散
歩
道
の
案
内
板
を
見
て
一
周
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

知
多
半
島
で
真
っ
先
に
出
て
く
る
名
所
は
常
滑
焼
の
「
や

き
も
の
散
歩
道
」
で
あ
る
。
陶
磁
器
会
館
を
起
点
に
Ａ
コ
ー

ス
、
Ｂ
コ
ー
ス
と
や
き
も
の
散
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
案
内
標

識
を
追
っ
て
行
け
ば
、
元
の
と
こ
ろ
に
戻
れ
る
。
Ａ
コ
ー
ス

だ
け
で
も
ゆ
っ
く
り
歩
く
と
一
時
間
は
か
か
る
。

　

真
三
は
あ
る
日
、
小こ

路み
ち

で
知
り
合
っ
た
初
老
の
男ひ

と

か
ら
聞

い
た
話
を
思
い
出
し
て
い
た
。

「
生
活
道
路
と
し
て
は
不
便
で
し
た
。
雪
の
降
る
日
も
あ
っ

て
、
本
当
に
大
変
で
し
た
」

「
そ
う
で
す
か
」

「
昔
は
新
聞
配
達
も
カ
ブ
が
使
え
な
い
狭
い
道
路
だ
っ
た
の

で
、
す
べ
て
歩
い
て
新
聞
配
達
を
し
ま
し
た
」
と
当
時
、

ア
ル
バ
イ
ト
し
た
経
験
を
思
い
出
す
よ
う
に
話
し
た
。

「
い
ま
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
ね
」

「
観
光
客
の
た
め
で
す
よ
」

　

舞
は
足
を
止
め
た
。
遠
く
を
見
て
い
る
。

「
あ
そ
こ
に
大
き
な
招
き
ネ
コ
が
見
え
る
だ
ろ
う
」

「
車
道
の
上
で
す
ね
。
す
ご
く
大
き
い
で
す
ね
。
ご
利り

 
や
 
く益

も

大
き
そ
う
で
す
が
…
」

「
招
き
ネ
コ
に
は
右
手
と
左
手
で
二
種
類
が
あ
る
の
だ
よ
」

「
そ
う
で
す
か
。
知
ら
な
か
っ
た
で
す
」

「
左
手
は
人
、
右
手
は
お
カ
ネ
、
ま
た
白
ネ
コ
は
福
、
黒
猫

は
病
の
予
防
の
願
掛
け
を
す
る
の
だ
よ
」

「
面
白
い
で
す
ね
」

「
舞
さ
ん
は
ど
ち
ら
の
ネ
コ
が
ほ
し
い
」

「
え
え
っ
と
、
左
と
右
…
」

「
二
兎
追
う
者
は
一
兎
も
得
ず
と
い
う
だ
ろ
う
」

「
そ
う
か
」

「
叔
父
さ
ん
は
ど
ち
ら
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
人
を
招

け
れ
ば
幸
福
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
よ
う
な
小

さ
な
こ
と
で
も
人
は
満
足
で
き
る
も
の
だ
よ
。
逆
に
お
カ

ネ
を
い
く
ら
持
っ
て
も
決
し
て
満
足
で
き
な
い
。
お
カ
ネ

を
い
か
に
社
会
や
人
に
役
立
て
る
か
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

幸
福
が
得
ら
れ
る
。
だ
か
ら
ど
ち
ら
を
求
め
る
か
は
そ
う

大
き
な
問
題
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
」

「
そ
う
か
。
私
は
叔
父
さ
ん
の
よ
う
に
お
カ
ネ
儲
け
は
で
き

な
い
の
で
、
左
の
招
き
ネ
コ
を
買
い
ま
す
」

「
ま
い
っ
た
な
」

「
と
こ
ろ
で
神
社
と
か
お
寺
で
お
参
り
す
る
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
。
舞
さ
ん
は
何
を
お
祈
り
す
る
の
？
」

「
え
ー
と
、
い
ま
は
就
職
で
き
ま
す
よ
う
に
と
…
」

「
そ
れ
で
は
ダ
メ
で
す
」

「
そ
う
で
す
か
」

「
ま
ず
、
自
分
の
こ
と
で
は
な
く
、
世
界
の
こ
と
、
あ
る
い

は
日
本
の
こ
と
、
そ
し
て
親
族
や
家
族
の
こ
と
、
最
後
に

ち
ょ
っ
と
だ
け
、
自
分
の
こ
と
を
願
う
の
で
す
。
そ
う
し

な
い
と
神
様
は
願
い
を
聞
い
て
く
れ
な
い
の
で
す
」

「
な
る
ほ
ど
で
す
ね
。
世
界
に
目
を
見
開
い
て
お
願
い
す
る

こ
と
で
す
ね
。
わ
か
り
ま
す
。
み
ん
な
が
そ
う
い
う
気
持

ち
に
な
れ
ば
、
世
界
は
平
和
に
な
る
わ
け
で
す
ね
」

「
話
が
飛
ぶ
が
、
弘
法
大
師
・
空
海
と
い
う
お
坊
さ
ん
が
い

た
の
は
知
っ
て
い
る
ね
」

「
高
野
山
を
開
祖
し
た
僧
侶
で
し
ょ
う
」

「
そ
の
通
り
。
空
海
が
万
人
の
幸
せ
を
願
っ
て
入
定
さ
れ
る

と
き
の
誓
願
し
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
」

「
そ
う
で
す
か
」

「
そ
れ
は
、
虚
空
尽
き  

衆
生
尽
き  

涅
槃
尽
き
な
ば  

我
が

願
い
も
尽
き
な
ん
｜
と
、
万
人
の
幸
せ
を
願
っ
た
言
葉
で

す
。
あ
れ
だ
け
偉
い
修
行
僧
が
願
っ
て
も
な
か
な
か
平
穏

な
世
界
は
訪
れ
な
い
の
で
す
。
や
は
り
世
界
中
の
人
が
そ

う
願
わ
な
い
と
ダ
メ
だ
ね
」

「
わ
た
し
も
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
こ
と
よ
り
、
ま
ず
世
界
の

平
和
を
お
祈
り
し
ま
す
」

「
そ
う
し
た
ら
自
分
の
願
い
も
か
な
え
て
も
ら
え
る
か
も
し

れ
な
い
ね
」

　

二
人
は
上
天
の
坂
か
ら
歩
い
て
い
っ
た
。
天
気
は
晴
れ
、

道
で
出
会
う
人
も
い
な
い
。
静
か
な
小
路
で
土
管
の
上
で
ネ

コ
が
寝
そ
べ
っ
て
い
た
。

「
黒
板
塀
の
工
場
が
並
ん
で
い
る
だ
ろ
う
」

「
情
緒
が
あ
り
ま
す
ね
」

「
こ
こ
は
か
つ
て
土
管
工
場
だ
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
い
ま
は

茶
器
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
る
」

「
土
管
、
は
じ
め
て
見
ま
す
」

「
土
管
坂
や
登
り
窯
は
重
要
有
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
て
い

る
」

「
い
つ
ご
ろ
つ
く
ら
れ
た
の
で
す
か
」

「
明
治
の
初
期
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
技
術
を
改
良
し
て
土
管

づ
く
り
に
成
功
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
上
下
水
道
な
ど
に
大
量
に
使
わ
れ
た
の
で
す
」

「
あ
そ
こ
に
変
わ
っ
た
た
く
さ
ん
の
穴
が
開
い
た
土
管
と
は

違
う
焼
き
物
が
あ
り
ま
す
ね
」

「
あ
れ
ね
。
あ
れ
は
電で

ん

纜ら
ん

管か
ん

と
い
う
も
の
で
す
」

「
難
し
そ
う
で
す
ね
」

「
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
ね
。
こ
れ
は
地
下

埋
設
の
ケ
ー
ブ
ル
を
保
護
す
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。
い
ま

で
も
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
」

「
電
話
線
な
ど
で
す
か
」

「
そ
う
で
す
」

「
土
管
坂
を
歩
く
と
、
土
管
を
道
路
に
埋
め
て
い
た
り
、
石

塀
の
よ
う
に
土
管
塀
に
使
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
常
滑
ら

し
い
小
路
に
な
っ
て
い
る
」

「
そ
う
で
す
ね
。
こ
ん
な
小
路
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
」

　

知
多
地
方
で
は
醸
造
が
発
達
し
た
。
醸
造
用
の
壺
を
常
滑

の
焼
き
物
で
つ
く
っ
た
が
、
今
は
ス
テ
ン
レ
ス
に
置
き
代

わ
っ
て
い
る
。
隣
町
の
半
田
市
の
ミ
ツ
カ
ン
は
全
国
的
に
有

名
だ
が
、
江
戸
時
代
、
小
樽
の
よ
う
な
半
田
運
河
が
自
然
運

河
と
し
て
発
達
、
そ
こ
に
ミ
ツ
カ
ン
の
本
社
が
あ
る
。
そ
の

一
帯
は
ミ
ツ
カ
ン
の
黒
板
の
工
場
建
物
な
ど
が
立
ち
並
び
写

真
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。
博
物
館「
酢
の
里
」が
あ
っ

て
酢
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
真
三
は
フ
ァ
ミ
レ
ス

を
や
め
て
か
ら
、
写
真
を
趣
味
に
し
て
い
る
の
で
よ
く
足
を

運
ん
で
い
る
。

「
常
滑
か
ら
半
田
ま
で
ク
ル
マ
で
二
〇
分
だ
か
ら
、
ミ
ツ
カ

ン
の
本
社
や『
酢
の
里
』に
も
寄
ろ
う
」

「
は
い
」

　

常
滑
焼
、
と
く
に
古
常
滑
焼
は
登
り
窯
で
焼
い
て
い
た

が
、
石
炭
、
マ
キ
、
重
油
そ
し
て
今
は
ほ
と
ん
ど
が
電
気
窯

に
代
わ
っ
て
い
る
。
マ
キ
や
石
炭
で
焼
い
て
い
た
こ
ろ
に
煤

で
黒
く
な
っ
た
家
も
多
く
、
街
全
体
が
黒
ず
ん
で
見
え
る
。

今
の
時
代
に
は
そ
れ
が
エ
レ
ガ
ン
ト
に
思
え
る
が
、「
滋
賀
・

長
浜
の
黒
壁
の
よ
う
に
街
づ
く
り
に
徹
底
し
た
と
こ
ろ
が
な

い
」と
、
中
途
半
端
な
街
づ
く
り
を
嘆
く
人
も
少
な
く
な
い
。

　

常
滑
焼
は
土
管
、
瓶
か
ら
急
須
に
移
っ
て
い
る
。
備
前
焼

と
同
系
の
よ
う
だ
が
、
備
前
は
工
房
が
直
接
、
売
る
工
夫
を

し
て
い
る
が
、
常
滑
は
卸
業
者
が
工
房
か
ら
仕
入
れ
て
売

る
。

―
陶
芸
家
の
Ｍ
氏
（
当
時
六
〇
歳
）
の
工
房
を
訪
ね
た
こ
と

が
あ
る
。
し
も
た
家
風
の
築
五
〇
年
以
上
の
平
屋
で
、
そ
の

一
角
の
工
房
で
ろ
く
ろ
を
据
え
粘
土
を
の
せ
て
作
業
を
し
て

い
た
。
狭
い
通
路
に
作
品
や
壊
れ
た
か
け
ら
、
粘
土
を
入
れ

た
壺
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
九
〇
歳
近
い
母
親
も
顔
を

の
ぞ
か
せ
た
。

「
今
日
は
暑
い
ね
。
私
は
他よ

所そ

か
ら
嫁
入
り
し
た
の
で
苦
労

し
た
ね
」

と
、
お
母
さ
ん
が
声
を
か
け
る
。

「
常
滑
は
古
窯
の
一
つ
で
歴
史
が
あ
っ
て
モ
ノ
づ
く
り
の
街

で
す
。
隣
の
半
田
市
は
商
売
人
の
街
で
機
を
見
て
敏
な
と

こ
ろ
は
、
と
て
も
常
滑
の
職
人
の
街
は
か
な
い
ま
せ
ん
。

勝
負
に
な
り
ま
せ
ん
」と
Ｍ
氏
は
自
嘲
気
味
に
話
す
。

　

Ｍ
氏
は
十
五
歳
か
ら
こ
の
職
人
の
道
に
入
っ
た
。

「
こ
の
年
ま
で
続
け
て
い
る
の
は
好
き
だ
っ
た
と
い
う
か
、

そ
れ
し
か
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」

　

狭
い
工
房
で
ろ
く
ろ
を
回
し
な
が
ら
土
と
格
闘
し
て
い
る

時
は
無
心
に
な
れ
る
と
言
う
。

「
今
の
常
滑
焼
の
目
玉
は
急
須
で
す
が
、
若
い
人
は
急
須

を
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
知
っ
て
い
て
も
洗
う
の
が
面
倒

な
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
を
重
宝
し
て
い
る
の
で

す
」

　

だ
い
た
い
、
お
茶
の
入
れ
方
も
知
ら
な
い
と
嘆
く
。
Ｍ

氏
ら
陶
芸
家
も
急
須
を
つ
く
っ
て
い
て
も
、
お
茶
の
栽
培
に

つ
い
て
は
知
ら
な
い
。
逆
に
お
茶
の
栽
培
者
は
焼
き
物
に
つ

い
て
知
ら
な
い
と
い
う
の
で
、
宇
治
茶
の
栽
培
者
と
交
流

し
て
い
る
。
そ
の
縁
に
よ
っ
て
宇
治
黄
檗
山
で
開
か
れ
る

「
現
代
煎
茶
具
展
」
に
一
九
七
八
年
以
来
、
出
品
し
て
い
る
。

一
九
八
七
年
に
は
日
本
煎
茶
工
芸
展
で
入
選
（
四
回
）
も
果

た
し
て
い
る
。

　

地
元
の
小
学
校
で
急
須
を
使
っ
た
お
茶
の
本
格
的
な
入

れ
方
も
指
導
し
て
い
る
。
Ｍ
氏
が
湯
の
温
度
を
確
認
し
な
が

ら
（
五
〇
℃
前
後
）
猪
口
の
つ
い
た
小
さ
な
茶
器
に
茶
葉
を

入
れ
湯
を
注
ぎ
一
番
茶
を
し
ず
く
の
一
滴
ま
で
落
と
し
な

が
ら
入
れ
る
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
お
客
は
談
じ
る
。
頃
合
い

を
見
て
、
二
番
茶
、
そ
し
て
五
番
茶
ま
で
繰
り
返
す
。
こ
れ

で
コ
ッ
プ
一
杯
分
の
分
量
に
な
る
。
実
際
に
体
験
す
る
と
、

お
茶
飲
み
が
楽
し
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
立
派
な
茶
器
を

求
め
た
く
な
る
。
お
茶
の
道
も
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
様

式
で
お
客
を
接
待
す
る
と
、
効
能
は
上
が
る
よ
う
に
思
え
る

の
が
不
思
議
で
あ
る
。

　

真
三
は
や
や
緊
張
し
な
が
ら
小
さ
な
お
皿
の
よ
う
な
器

で
一
番
茶
か
ら
静
か
に
飲
ん
だ
。

　

い
ま
、
舞
と
歩
き
な
が
ら
思
い
出
し
て
い
た
。

※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験

談
を
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」「
イ
ン

ド
」「
愛
知
県
」に
つ
い
て
で
す
。
物
語
が
進
行
す
る
中
で
織

り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン・Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８
代
表
）

著
書
に『
高
野
山
開
創
千
二
百
年 

い
っ

ぱ
ん
さ
ん
行
状
記
』『
心
の
遺
言
』『
あ
な

た
は
社
員
の
全
能
力
を
引
き
出
せ
ま
す

か
！
』『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』な
ど
多
数

写真：香嵐渓（著者撮影）
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樅
山
善
久

昭
和
十
一
年
碧
南
市
で
生
ま
れ
る
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

碧
南
商
工
会
議
所
会
頭
。

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
理
事
長
。

全
国
陶
器
瓦
工
業
組
合
連
合
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成
十
三
年
藍
綬
褒
章
受
賞
。

平
成
二
十
二
年
旭
日
小
授
章
受
賞
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長 

現
在
に
至
る
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
通
信
教
育
部
芸
術
学
部
美
術
科
・

洋
画
コ
ー
ス
四
年
次
在
学
中
。

小
林
玲
子

碧
南
市
に
育
つ
。

西
尾
市
在
住

共
著
「
西
尾
の
民
話
」

童
話
「
サ
ケ
の
子
ピ
ッ
チ
」

随
筆
「
海
辺
の
そ
よ
風
」

　
　
　
（
中
経
コ
ラ
ム
「
閑
人
帳
」
よ
り
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
脚
本

　

「
み
ぐ
り
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
」
ほ
か

寒
い
日
が
続
き
被
災
地
は
如
何
ば
か
り
難
儀
な
こ
と
と
思
い

痛
恨
の
極
み
で
す
。

早
く
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
に
戻
ら
れ
ま
す
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
便
り
拝
受
致
し
少
し
心
が
和
み
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

桜
の
季
節
も
少
し
遅
い
よ
う
で
す
ね
。天
道
の
狂
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
も
梅
が
美
し
く
咲
い
た
よ
う
で
嬉
し
い
で
す
。

岡
田
の
街
も
穏
や
か
で
ご
ざ
い
ま
し
た
そ
う
で
有
難
く
思
い
ま
す
。

知
多
木
綿
の
文
字
に
懐
か
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

お
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
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ゼ
ン
ト
用
の
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
り
ま
す　

材

料
費　

一
個
七
十
円

▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び「
ふ
で
も
よ
う
」・
二
十

日
㈮
〜
三
十
一
日
㈫
の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半

　

内
容　

筆
で
虹
の
模
様
を
描
き
、ハ
ン
カ
チ
を
作

り
ま
す　

材
料
費　

一
枚
五
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び「
板
じ
め
で
あ
そ
ぼ
う
」・
二
十
日
㈮

〜
三
十
一
日
㈫
の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内

容　

板
締
め
の
技
法
で
布
を
染
め
ま
す　

材
料
費

　

一
枚
二
百
円
〜

▼
草
木
染
め「
絹
の
シ
ョ
ー
ル
を
そ
め
よ
う
」・
二
十

日
㈮
〜
二
十
二
日
㈰
の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半

　

内
容　

縫
製
済
み
の
シ
ョ
ー
ル
を
や
さ
し
い
色

で
染
め
ま
す　

材
料
費　

一
枚
四
百
円
〜　

そ
の

他　

限
定
三
十
枚

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
さ
く
ら
展
─
桜
月
の
仕
度
─
武
知
か
づ
か
・
六
日

㈮
〜
十
六
日
㈪
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

▼
常
滑「
手
造
り
急
須
の
会
」作
陶
展
・
二
十
日
㈮
〜

三
十
日
㈪
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

◎
常
滑
屋

▼「
暮
ら
し
に
役
立
つ
骨
董
展
」夢
創
庫
・
二
十
一
日

（
土
・
祝
）〜
四
月
五
日
㈰

◎
陶
芸
サ
ロ
ン
陶
美
園

▼
常
設
展
示
・
三
月
中　

陶
芸
品
、ち
り
め
ん
小
物
、

古
布
、創
作
服　

な
ど

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
一
菁
陶
園
展
・
八
木
孝
幸
・
〜
三
日
㈫
午
前
九
時

〜
午
後
五
時

▼
常
滑
焼
・
花
器
・
器
展
・
会
館
・
五
日
㈭
〜
十
日
㈫

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
板
村
忠
也
作
陶
展
・
十
二
日
㈭
〜
十
七
日
㈫
午
前

九
時
〜
午
後
五
時

▼
第
三
回
常
滑
高
校
美
術
部
Ｏ
Ｂ
展
・
十
九
日
㈭
〜

二
十
四
日
㈫
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
和
洋
菓
子
・
海
産
物
展
・
会
館
・
二
十
六
日
㈭
〜
四

月
七
日
㈫
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
〜
三
日
㈫
午
前
九
時
〜
午

後
五
時

▼
小
松
栄
佳
・
中
川
貴
了　

二
人
展
・
五
日
㈭
〜
十

日
㈫
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
青
木
一
童　

＃
７
・
十
二
日
㈭
〜
二
十
四
日
㈫
午

前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
陶
房
杉
展
・
二
十
六
日
㈭
〜
三
十
一
日
㈫
午
前
九

時
〜
午
後
五
時

◎
方
円
館

▼
永
柳
光
生
陶
展
・
六
日
㈮
〜
十
八
日
㈬

▼
漆
・
籐
・
ガ
ラ
ス
創
作
展
・
二
十
日
㈮
〜
四
月
一
日

㈬◎
武
豊
町
歴
史
民
俗
資
料
館

▼
ひ
な
飾
り
展
・
四
月
二
十
一
日
㈫
ま
で

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
音
楽
散
策
～
二
胡
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
と
も
に
～

（China Blue

）・
一
日
㈰
午
後
二
時

▼
春
風
に
乗
っ
て
～
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
～
（
水

田
美
紀
枝
と
仲
間
た
ち
）・
十
四
日
㈯
午
後
一
時
半

～▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏（
武
豊
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク

ル
）・
十
四
日
㈯
午
後
二
時
半
～

▼
工
作
＆
お
は
な
し
会「
キ
ラ
キ
ラ
カ
ー
ド
ケ
ー
ス

を
作
ろ
う
！
」・
二
十
二
日
㈰
午
後
二
時
～

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
～
香
り
か
ら
今
の

自
分
を
発
見
～
・
四
日
㈬
午
前
十
時
半
～
正
午　

講

師　SmileyDream

　

定
員　

十
八
名（
妊
婦
、子

育
て
中
の
親
）　

無
料

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
五
日
、
十
二
日
、
十
九
日
、

二
十
六
日
各
㈭
午
後
一
時
半
～
同
四
時
半

▼
第
二
十
九
回
武
豊
町
福
祉
ま
つ
り
・
八
日
㈰

▼
親
業
体
験
！
学
習
会「
子
ど
も
の
話
や
夫
の
話
、

う
ま
く
聞
く
コ
ツ
は
」・
十
日
㈫
午
前
九
時
四
十
五

分
～
正
午　

参
加
費　

千
百
円　

問
合
せ　

親
業

サ
ー
ク
ル
稲
葉　

☎
72
─
７
１
３
８　

※
当
日
参

加
自
由　

託
児
希
望
要
予
約（
六
百
円
）

▼
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
・
①
十
四
日
㈯
午

前
十
時
～
正
午　

②
十
八
日
㈬
午
後
一
時
半
～
同

三
時
半　

定
員　

各
十
名　

参
加
費　

千
五
百
円

▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
つ

く
る
た
め
に
」・
十
七
日
㈫
午
前
十
時
～
正
午　

参

加
費　

無
料　

問
合
せ　

知
多
家
庭
教
育
研
究
会

　

山
下　

☎
72
─
１
９
０
２　

※
当
日
参
加
自
由
・

子
ど
も
連
れ
Ｏ
Ｋ

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室
・
二
十
八
日
㈯
午
後

一
時
半
～
同
四
時

◎
武
豊
町
民
会
館
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

♪
知
多
半
島〝
春
の
音
楽
祭
〟

☆
三
月
一
日
㈰

▼
春
風
に
の
せ
て
～
オ
カ
リ
ナ
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
午

前
十
一
時
開
演

▼
わ
た
な
べ
ゆ
う
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
～
春
の
音
色
〜
・
午
後
一
時
開
演

▼
春
の
う
ら
ら
の
夢
の
な
か
～
ミ
ュ
ー
ザ
ヴ
ォ
ー

チ
ェ
と
共
に
〜
・
午
後
三
時
開
演

▼
ゴ
ン
と
歌
お
う
！
い
の
ち
の
歌
・
日
本
の
う

た
～
お
か
り
な
ま
つ
り
in
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

２
０
１
５
・
午
後
三
時
半

▼J.O.B.Concert in 

知
多
半
島
春
の
音
楽
祭

２
０
１
５
・
午
後
七
時
開
演

☆
三
月
七
日
㈯

▼S.C.C.

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
前

十
一
時
開
演

▼
森
祥
子
の
ピ
ア
ノ
の
世
界
・
午
前
十
一
時
開
演

▼
春
風
に
の
せ
て
フ
ル
ー
ト
は
歌
う
・
午
前
十
一
時

四
十
五
分
開
演

▼
ら
く
だ
バ
ン
ド
at
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
・
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
・
午
後
０
時
半
開
演

▼
大
竹
香
織
ハ
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト「
カ
ナ
ダ
か
ら
の

光
と
風
」・
午
後
一
時
開
演

▼
癒
し
の
バ
イ
オ
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
午
後
一

時
十
五
分
開
演

▼
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
・

午
後
二
時
開
演

▼
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ
・
午
後
二
時
四
十
五
分
開
演

▼Jazz Live! 

・
午
後
三
時
半
開
演

▼
ご
ん
ぎ
つ
ね
～
お
話
と
音
楽
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
～
・
午
後
三
時
半
開
演

▼
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
で
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
〜
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ア
ム
・
チ
ュ
ー
バ
カ
ル
テ
ッ
ト
～
・
午
後
四

時
十
五
分
開
演

▼
大
野
雄
二
＆
ル
パ
ン
テ
ィ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ブ
・
午
後

五
時
開
演

▼
堤
江
実
ポ
エ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
後
七
時
開
演

☆
三
月
八
日
㈰

▼
グ
レ
イ
ス
よ
り〝
フ
ル
ー
ト
＆
ピ
ア
ノ
と
絵
本
の

世
界
へ
〟・
午
前
十
一
時
開
演

▼
混
声
ア
・
カ
ペ
ラ「
み
ど
り
の
風
」Spring2015

・

午
前
十
一
時
開
演

▼Song for you

・
午
前
十
一
時
四
十
五
分
開
演

▼
ト
ロ
ア
・
ヴ
ォ
ア　

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
コ
ン

サ
ー
ト
・
午
後
０
時
半
開
演

▼
メ
リ
ッ
サ
結
成
２
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
～
ソ
プ
ラ

ノ
＆
オ
カ
リ
ナ
＆
ピ
ア
ノ
で
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

～
・
午
後
一
時
開
演

▼
森
祥
子
の
ピ
ア
ノ
の
世
界
・
午
後
一
時
十
五
分
開

演▼BIRTH

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
後
二
時

開
演

▼Sweet Jazz Live

・
午
後
二
時
開
演

▼La Fleur

児
童
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
後
二
時

四
十
五
分
開
演

▼
不
思
議
な
音
色　

マ
ト
リ
ョ
ミ
ン
の
世
界

２
０
１
５
・
午
後
三
時
半
開
演

▼
T
T
Y
春
の
音
楽
祭
２
０
１
５
・
午
後
三
時
半
開

演▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
～
に
ほ
ん
の

う
た
・
イ
タ
リ
ア
の
う
た
～
・
午
後
四
時
十
五
分
開

演▼Na'Teva

ハ
ワ
イ
ア
ン
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
後
七
時

開
演

☆
三
月
十
三
日
㈮

▼
酒
井
志
野　

加
藤
明
美
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
・
午
後
六
時
半
開
演

☆
三
月
十
四
日
㈯

▼
大
正
琴　

気
ま
ま
な
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
前
十
一
時

開
演

▼
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー

ト
～
名
曲
と
過
ご
す
午
後
の
ひ
と
と
き
～
・
午
後
一

時
開
演

▼
S
B
T
第
15
回
定
期
演
奏
会
・
午
後
二
時
開
演

▼
セ
レ
ナ
ー
デ
同
窓
会
コ
ン
サ
ー
ト
・
午
後
三
時
半

開
演

▼
名
古
屋
パ
ス
ト
ラ
ー
レ
合
奏
団
演
奏
会in

武
豊
・

午
後
七
時
開
演

☆
三
月
十
五
日
㈰

▼
知
っ
多
マ
ン
ド
リ
ー
ノ
・
午
前
十
一
時
開
演

▼
凌
我
優
春
～
優
し
い
春
が
今
年
も
く
る
、己
を
超

え
て
行
く
時
が
く
る
～
・
午
後
一
時
開
演

▼
名
古
屋
芸
術
大
学
・
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
・
午
後
二
時
開
演

▼
歌
声
喫
茶
in
ゆ
め
プ
ラ
！
・
午
後
三
時
半
開
演

▼
杉
江
斉
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
リ
サ
イ
タ
ル
・
午
後
七
時

開
演　

◎
長
尾
児
童
館

▼
親
子
ク
ラ
ブ
体
験
会
・
十
一
日
㈬
午
前
十
時
半
～

同
十
一
時
半

▼
春
の
お
楽
し
み
会
・
二
十
二
日
㈰
午
後
一
時
半
～

同
三
時

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
親
子
ク
ラ
ブ
体
験
会
・
十
一
日
㈬
午
前
十
時
半
～

同
十
一
時
半

▼
テ
ー
ブ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
で
遊
ぼ
う
・
二
十
二
日
㈰
午

後
一
時
半
～
同
三
時

◎
富
貴
児
童
館

▼
親
子
ク
ラ
ブ
体
験
会
・
十
一
日
㈬
午
前
十
時
半
～

同
十
一
時
半

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
親
子
ク
ラ
ブ
体
験
会
・
十
一
日
㈬
午
前
十
時
半
～

同
十
一
時
半

※
親
子
ク
ラ
ブ
体
験
会
は
武
豊
在
住
で
四
月
一
日

現
在
二
歳
以
上
の
親
子

※
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ（
富
貴
児
童
館
を
除
く
）・
五
日

㈭
・
六
日
㈮
各
午
前
十
時
半
～
同
十
一
時
半

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
春
季
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
一
日
㈰

▼
春
季
町
民
卓
球
大
会
・
八
日
㈰

▼
第
四
回
キ
ッ
ズ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
・
十
五
日
㈰

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
日
曜
日
ふ
ら
っ
と
工
作「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
使

え
る
星
座
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
！
」・
①
一
日
㈰　

②

二
十
二
日
㈰
各
午
前
十
時
～
同
十
時
四
十
五
分　

定
員　

十
五
名
程
度　

参
加
費　

百
円

▼
大
人
の
た
め
のconstruction

④「
星
座
封
筒
と

星
座
切
手
」・
七
日
㈯
午
後
二
時
～
同
三
時
半　

定

員　

十
名（
高
校
生
以
上
）　

参
加
費　

五
百
円

▼
お
花
を
楽
し
む
レ
ッ
ス
ン
・
①
七
日
㈯
ギ
フ
ト

Box

ア
レ
ン
ジ　

②
二
十
六
日
㈭
イ
ー
ス
タ
ー
用

ア
レ
ン
ジ
・
各
午
前
十
時
～
同
十
一
時
半　

定
員　

二
十
名　

参
加
費　

二
千
六
百
円

▼
三
月
の
星
見
会「
木
星
と
金
星
を
見
よ
う
」・
十
四

日
㈯
午
後
六
時
半
～
同
八
時　

定
員　

六
十
名（
小

学
生
以
上
）　

参
加
費　

大
人
三
百
円　

小
人
二
百

円▼
マ
マ
と
に
こ
に
こ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム「
読
み
聞
か

せ
」・
十
八
日
㈬
午
前
十
一
時
～
正
午　

定
員　

百

名（
未
就
学
児
の
親
子
）　

参
加
費　

大
人
お
一
人

様
三
百
円

▼
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ「
手
作
り
ア
ル
バ
ム
で

写
真
整
理
」・
二
十
五
日
㈬
午
前
十
時
～
午
後
０
時

半　

定
員　

十
五
名　
　

参
加
費　

千
五
百
円

▼
手
作
り
天
体
観
測
グ
ッ
ズ「
分
光
器
」・
二
十
八
日

㈯
、二
十
九
日
㈰
午
後
一
時
半
～
同
三
時
半　

参
加

費　

百
五
十
円

◎
碧
南
白
竹
木
材
㈱
白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼「
こ
だ
わ
り
の
食
展
｜
旨
い
は
あ
た
り
ま
え
」

十
二
店
に
よ
る
こ
だ
わ
り
の
食
、展
示
・
販
売
・
六
日

㈮
～
十
日
㈫

▼
白
竹
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
（
弥
生
の
集
い
）「
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ people time

」・
二
十
一
日（
土
・
祝
）午

後
七
時
～
同
九
時 　
会
費　

二
千
円　

定
員　

四
十
名

（５）　平成27年３月１日
　

三
月
に
な
り
、三
日
は
、ひ
な

祭
り
。六
日
は
、冬
ご
も
り
の
虫

が
は
い
出
す
と
云
わ
れ
る
啓

蟄
。十
八
日
は
、彼
岸
の
入
り
で
、

二
十
一
日
は
、自
然
を
た
ゝ
え
、

生
物
を
い
つ
く
し
む
日
と
な
る

春
分
で
、ま
さ
に
、わ
が
世
の
春

の
到
来
で
あ
る
。

　

わ
が
家
の
椅
子
に
腰
掛
け

て
眺
め
る
庭
に
、小
鳥
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
と
ば
か
り
に
、ミ

カ
ン
を
切
っ
て
庭
の
木
の
小
枝

に
挿
し
た
り
、小
さ
な
板
を
小

枝
で
包
み
、餌
場
を
作
っ
た
り

し
て
、小
鳥
の
餌
を
置
い
て
み

た
り
す
れ
ば
…
…
寒
い
冬
で
も

小
鳥
さ
ん
の
到
来
と
な
る
。

　

寒
さ
に
弱
い
爺
さ
ん（
私
の

こ
と
）に
と
っ
て
、

暖
房
の
効
い
た
部

屋
の
中
で
、ゆ
っ

た
り
と
可
愛
い
小

鳥
さ
ん
を
見
て
る

な
ん
て
、最
高
の

幸
せ
で
あ
る
。

　

写
真
①
は
、ヒ

ヨ
ド
リ
で
、わ
が

家
に
限
ら
ず
、今

の
時
季
な
ら
、こ

の
辺
り
、ど
こ
に

で
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

小
鳥
と
し
て
は

や
ゝ
大
型
で
、体

は
灰
褐
色
、頭
と
顔
は
青
灰
色

が
目
立
ち
、目
の
後
方
か
ら
下

部
に
褐
色
の
模
様（
耳
羽
）が
目

立
つ
。口
ば
し
は
黒
く
て
細
長

く
、ピ
ー
、ピ
ー
と
い
う
鳴
き
声

が
、よ
く
聞
こ
え
る
。

　

冬
に
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、

よ
く
見
ら
れ
、わ
が
家
の
庭
の

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
赤
い
実
を
目

当
に
来
る
よ
う
で
あ
る
。

　

写
真
②
は
シ
ロ
ハ
ラ
。白
腹

と
言
っ
て
も
、腹
の
色
は
真
っ

白
で
な
く
、背
の
褐
色
に
比
べ

れ
ば
、白
い
か
ナ
で
あ
る
。

　

暗
い
林
床
な
ど
の
地
上
で
餌

を
と
る
の
で
、観
察
す
る
機
会

は
少
な
い
、と
図
鑑
に
あ
っ
た

が
、わ
が
家
の
庭
は
明
る
い
の

に
、作
っ
た
餌
台
の
餌
に
魅
せ

ら
れ
て
、や
っ
て
来
た
の
か
ナ

と
思
う
こ
と
し
き
り
。

　

③
は
衣
浦
小
学
校
前
の
堀
川

の
コ
ガ
モ
。以
前
の
堀
川
な
ら

メ
ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
も
い
た
の

に
、今
や
カ
ダ
ヤ
シ（
外
来
種
）

が
メ
イ
ン
。そ
し
て
ア
メ
リ
カ

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
ア
カ
ミ
ミ
が
、

こ
こ
に
も
あ
そ
こ
に
も
。で
も
、

川
の
流
れ
に
コ
ガ
モ
の
姿
が
見

ら
れ
る
の
は
、い
ゝ
感
じ
だ
。

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

壱町田湿地の可愛いクモさん

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

壱町田湿地の可愛いクモさん

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
三
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
八
）

原　
　
　
　

穣

可 愛 い 庭 の 小 鳥 た ち

句
会
に
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト	

吉
田
ひ
ろ
し

雛
の
顔
異
国
に
在
り
し
娘
を
思
う	

塚
本　

千
鶴

日
溜
り
で
読
ん
で
い
た
は
ず
春
眠
か	

杉
江　

民
子

寒
紅
を
引
い
て
少
し
は
元
気
出
す	

谷
川
と
志
江

ゆ
っ
く
り
と
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
寒
明
く
る	

片
岡　

光
子

薄
氷
を
踏
み
登
校
の
列
乱
れ	

加
藤　

久
子

日
脚
伸
び
思
い
は
縮
む
八
十
路
坂	

中
尾　

節
也

沖
待
ち
の
船
に
陽
の
さ
す
冬
日
か
な	

中
村　

和
弘

立
春
の
時
計
の
針
の
遅
れ
が
ち	

古
川　

義
高

春
兆
し
歓
び
響
く
は
ん
ど
べ
る	

久
田　

笙
子

義
朝
の
奉
納
木
太
刀
春
を
待
つ	

竹
内
三
千
彦

縁
側
に
座
布
団
並
べ
日
向
ぼ
こ	

岩
田
つ
ま
子

雪
合
戦
砂
の
ま
じ
入
る
雪
つ
か
む	

谷
川　

利
子

福
耳
の
は
み
だ
し
た
る
や
冬
帽
子	

杉
山　

和
美

侘
助
の
二
三
輪
咲
き
里
静
か	

平
野　

紀
江

春
耕
の
土
黒
々
と
光
り
お
り	

磯
村
美
耶
子

寒
夕
焼
民
家
の
窓
の
赤
く
染
む	

澤
田　

藤
子

畑
打
ち
や
健
康
長
寿
め
ざ
し
け
り	

村
井
み
さ
を

福
笑
い
メ
ガ
ネ
に
ま
ぶ
た
皺
か
く
し	

大
高　

一
男

寒
き
日
に
風
車
廻
る
や
句
会
場	

浦
崎
ひ
と
み

前
触
れ
の
な
き
友
の
死
や
白
ぼ
た
ん	

桑
山　

撫
子

窓
越
し
の
朝
日
ま
ぶ
し
い
冬
の
朝	

清
水
ド
ラ
吉

父ち
ち

母は
は

の
墓
前
に
注
ぐ
寒
の
水	

冨
田　

悦
子

霊
園
で
懐
し
香
り
沈
丁
花	

中
山　

洋
子

縁
側
の
う
た
た
寝
至
福
日
向
ぼ
こ	

林　
　

京
子

く
し
ゃ
み
し
て
あ
わ
て
て
薬
探
し
け
り	

藤
井　

文
月

春
近
し
日
の
出
の
位
置
の
移
り
ゆ
く	

江
端　

久
恵

枯
尾
花
大
草
原
の
花
と
な
る	

村
井　

範
子

校
庭
に
縄
跳
は
ず
む
子
等
の
声	

山
中　

博
子

寄
せ
鍋
を
囲
ん
だ
後
は
ト
ラ
ン
プ
に	

都
築　

信
子

霜
焼
け
を
知
ら
ず
今
の
子
ピ
ア
ノ
弾
く	

竹
内　

艶
子

枯
れ
葉
掃
く
毎
週
同
じ
作
業
す
る	

荒
川　

達
雄

朝
刊
も
ひ
ら
け
ば
梅
香
春
だ
よ
り	

中
村　

洋
子

美の回廊
水 野  伊 津子 　「 絵に魅 せられて・心のままに…」
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一枚の絵によって人生が変わる　　棟方志功

1903年、青森で鍛冶屋の15人兄弟の三男坊として生まれた棟方志功。
小学校卒業後、すぐに家業の手伝いに入ったため中学には行けなかった。
17歳の時に母が病没し、家運も傾き父親は鍛冶屋を廃業。
棟方は裁判所弁護士控所の給仕となった。
絵が好きだった棟方は、仕事が終わると毎日公園で写生をし、描き終わると風景に対し
て合掌したという。

18歳の時、友人宅で文芸誌『白樺』の挿し絵に使われていたゴッホの『ひまわり』と出会う。
炎のように燃え上がる黄色に、そのヒマワリの生命力と存在感に圧倒された。
カンバスに刻まれたヒマワリから、ゴッホその人が立ちのぼった。
この時友人からプレゼントされた 『白樺』を狂喜して押し抱き 我ゴッホになる!と叫んだ
という。

この誓い通り彼は油絵の道にのめり込み、21歳のとき上京した。
ところが、簡単には世間に認められない。
コンクールに落選する日々が続く。
3年、4年と時間だけが経っていった。
画家仲間や故郷の家族は、しきりに棟方へ有名画家に弟子入りすることを勧めた。

だが、彼は激しく抵抗した。

“師匠についたら、師匠以上のものを作れぬ。ゴッホも我流だった。
師匠には絶対つくわけにはいかない!”

彼は新しい道を模索し始めた。
当時の画壇で名声の頂点にあった安井曽太郎、梅原龍三郎でさえ、
油絵では西洋人の弟子に過ぎなかったことから、この頃の気持ちを
自伝にこう書いている。

「日本から生れた仕事がしたい。わたくしは、わたくしで始まる世界を
持ちたいものだと、生意気に考えました」。

そして、とうとう棟方は気付く。
“そうだ、日本にはゴッホが高く評価し、賛美を惜しまなかった木版
画があるではないか！
北斎、広重など、江戸の世から日本は板画の国。
板画でなくてはどうにもならない、板画でなくてはわいてこない、あ
ふれてこない命が確実に存在するはずだ!”

『この道より我を生かす道なし、この道をゆく（武者小路実篤）』…こ
の言葉が棟方の座右の銘となった。

①花狐の柵　53歳
　「嬉しさの狐手を出せ曇り花」
②釈迦十大弟子/目けん連の柵　36歳
③弘仁妃の柵　58歳

これは、私の好きな逸話です。
何か好きなこと夢中になれることを見つけたら
誰が何と言おうとそれを貫き通せばいいと思っています。

好きこそものの上手なれ

失敗は成功のもと

誰も最初は1年生

そこには環境も、生まれも、学歴も関係ないと思っています。

写真②

写真③

写真①

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

𠮷
川 

雪
堂 

さ
ん

　

工
房
は
伊
勢

湾
が
一
望
で
き

る
高
台
に
あ
る
。

誰
も
訪
ね
て
く

る
こ
と
は
な
い

な
ぁ
ー
と
、
𠮷

川
さ
ん
は
言
う
。

久
し
ぶ
り
に
人

が
訪
ね
て
き
た

の
か
、
実
に
楽
し
そ
う
に
雑
談
に
は
応

じ
て
く
れ
た
。

　

父
が
始
め
た
急
須
職
人
の
仕
事
を

引
き
継
い
だ
。
仕
事
は
注
文
を
も
ら
い
、

相
手
の
言
わ
れ
た
も
の
を
コ・

・

・

・

ツ
コ
ツ
と

作
っ
て
い
る
。
と
て
も
地
味
な
仕
事
だ
。

だ
か
ら
、
自
分
で
こ
う
い
う
物
が
作
り

た
い
と
い
う
も
の
は
な
い
と
い
う
。
𠮷
川

さ
ん
が
作
っ
た
急
須
に
兄
が
彫
り
を
入

れ
て
、
急
須
が
完
成
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、
𠮷
川
さ
ん
が
何
故
、
こ

の
急
須
職
人
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ
か

と
い
う
と
、
中
学
生
の
頃
か
ら
ろ
く
ろ

と
土
は
遊
び
道
具
だ
っ
た
。
中
学
を
卒

業
す
る
頃
に
は
、
ろ
く
ろ
も
引
け
、
急

須
も
作
れ
た
。
家
業
だ
か
ら
自
由
も
き

く
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
先
輩
に
頭
を
下

げ
る
の
も
嫌
だ
っ
た
。
手
っ
取
り
早
く
お

金
を
稼
ぐ
方
法
は
急
須
し
か
な
か
っ
た
。

中
学
卒
業
後
、

そ
ん
な
思
い
で

こ
の
道
に
飛
び

込
ん
だ
。
朝
起

き
る
と
父
は
い

つ
も
仕
事
を
し

て
い
た
。
𠮷
川

さ
ん
が
夜
遊
び

し
て
も
、
何
も

言
わ
な
か
っ
た
。
父
は
、
𠮷
川
さ
ん
に

急
須
作
り
の
手
解
き
を
何
も
し
な
か
っ

た
。

　

毎
日
、
職
人
と
し
て
注
文
を
こ
な

し
て
い
る
と
い
う
。
特
徴
の
な
い
普
通

の
急
須
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
。
特
別

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

や
っ
て
い
る
こ
と
は
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
何
の
こ
だ
わ

り
も
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
変
哲
も
な
い
生
活
も
、
結
構
快

適
で
は
あ
る
よ
う
だ
け
れ
ど
、
居
心
地

は
悪
そ
う
だ
な
ぁ
…
と
、
思
っ
て
し
ま

う
。
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
返
っ
て
く

る
言
葉
が
次
第
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
感
じ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
聞
こ

う
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
や
め
て
お
く

こ
と
に
し
た
。

　

週
一
回
の
卓
球
を
今
は
、
す
ご
く
楽

し
み
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
赤
井 

伸
衣
）
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太（10ヶ月）　常滑市かじま台藤川結
ゆ

衣
い

（4才11ヶ月）　颯
りく

（3ヶ月）　武豊町下山ノ田

愛知県名古屋市中川区乗越町1丁目37-3

TEL 〈052〉362-1531（代）

タオル・繊維商品及び輸入雑貨等総合卸

人と人とをつなぐ
　　『かけ橋』になりたい

名城商事株式会社

ココがポイント！「中日こどもウイークリー」の

● お子さまが新聞に親しむ習慣作りに最適の情報量！

●親子で読んで楽しめる週末の発行！

●オールカラー１２ページ、めくりやすいタブロイド判！

●お子さまに読みやすい大きな活字！

●漢字の学習に役立つふりがな付き！

●大手学習塾「河合塾」「日能研東海」とコラボ！

●教材は学習にお役立ち、「英語」のページも充実！

購読のお申し込みはあかい新聞店まで

 72-0356武豊店 35-2861常滑店

毎週土曜日発行

月額463円（税込）
○タブロイド判、12 ページ、オールカラー
○配達エリアは中部 9 県です。
愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、長野県、滋賀県、
福井県、石川県、富山県
※一部配達できないエリアがあります。

美味しくて新鮮な地元、知多半島の生鮮食品や、自然の恵み
いっぱいの、からだに優しい食材がおすすめです！

常滑店
TEL 0569-35-5355

通常営業時間 AM9：30～PM9：00

ジェム電子水を使った手作りパン＆クッキーの店


